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行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
来
る

べ
き
地
方
分
権
の
時
代
の
役
割
を

担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

た
め
、
重
信
町
行
政
改
革
推
進
本

部
を
中
心
に
引
き
続
き
推
進
す
る

と
・

と
も
に
、
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
「
公
務員
は
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
地
域
住
民
の
ニ
l

ズ
に
的
確

に
対
応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
や

行
政
管
理
能
力
を
有
す
る
意
欲
的
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、

も
、
同
十
二
・
一
%
の
削
減

一

を
す
る
な
ど
、
聖
域
を
設
け

一

る
こ
と
な
く
洗
い
直
し
に
取

一

り
組
み
、
経
常
経
費
の
節
減

一

合
理
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

一

ま
た
、
平
成
八
年
度
実
施

一

し
ま
し
た
機
構
改
革
に
つ
き

一

ま
し
で
も
継
続
し
て
見
直
し

一

を
実
施
し
、
行
財
政
の
効
率

守

化
を
図
り
な
が
ら
限
ら
れ
た

一

財
源
を
、
現
下
の
重
要
政
策

一

課
題
で
あ
り
ま
す
下
水
道

事

一

業
、
公
園
整
備
事
業
等
生
活

一

に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整

一

備
、
少
子
・
高
齢
化
に
対
応

一

し
た
社
会
福
祉
施
策
な
ど
重

一

点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

一

平
成
九
年
度
当
初
予
算
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し

い
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
食
糧

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
前

年
比
三
十
三
・
四
%
、
旅
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
十
四
・

六
%
、
議
長
、
町
長
、
教
育

長
の
交
際
費
に
つ
き
ま
し
て

町長施政方針
行
政
改
革
の
推
進
な
職
員
の
育
成
に
努
め
、
研
修
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
職
員
自

主
研
修
の
充
実
等
を
通
じ
職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
高
度
情
報
化
に

対
応
し
た
環
境
整
備
の
た
め

、

イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

等
の
活
用
も
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

社
会
福
祉
施
策
の
充
実

少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、

核
家
族
化
に
伴
う
育
児
や
介
護
の

問
題
が
大
き
な
テ
l

マ
で
あ
り

、

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

へ
ル
パ
l

四
名
の
増
員
等
、
重
信

町
老
人
福
祉
計
画
を
着
実
に
推
進

し

、
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス

の
供
給
を
量
的
、
質
的
に
強
化
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
延
長
保

育
、
低
年
齢
時
保
育
な
ど
、
就
業

一
一|

ズ
に
合
わ
せ
た
保
育
所
の
整

備
、
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子

供
の
豊
か
な
人
間
性
会
」
高
め
る
環

境
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
、
保
健
婦
と
管
理
栄
養
士
を
増

員
し
、
よ
り
き
め
細
か
い
健
康
指

導
、
栄
養
指
導
の
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
医
療
費
抑
制
等
も
考
慮
し
た
総

合
的
な
福
祉
の
充
実
に
努
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す

。

環
境
保
全
対
策
の
充
実

平
成
七
・
八
年
度
の
継
続
事
業

で
進
め
て
き
ま
し
た
ご
み
処
理
施

設
も
完
成
の
運
び
と
な
り
、
今
月

か
ら
「
重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー

L

と
し
て
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
導
入
し
ま
し
た
、
「
指
定
ご
み
袋

制
」

に
つ
い
て
は
、
町
民
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
順
調
に
移

行
さ
れ
、
ご
み
排
出

量
は
確
実
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
「
ご

み
ゼ
ロ
社
会
」

を
目
指
し
、
分
別

収
集
の
実
施
検
討
を
含
め
、
廃
棄

物
の
抑
制
・
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

等
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
の
振
興

労
働
力
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

行
す
る
な
か
、
そ
の
活
性
化
が
急

務
で
あ
り
、
よ
り
生
産
性
の
高
い

生
産
構
造
の
実
現
を
目
指
し
、
ほ

場
整
備
事
業
、
農
道
整
備
事
業
、
上

林
河
之
内
線
林
道
整
備
事
業
等
の

基
盤
整
備
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
業
後
継
者
育
成
事
業
等
の
ソ

フ
ト
事
業
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
資
本
の
聾
傭

道
路
整
備
で
は
、
各
地
区
内
の
生

活
道
路
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
志
津
川
伽
呂
線
、
平
松
上
樋
線

等
主
要
町
道
の
整
備
も
継
続
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
は
、
園
内
整
備
工
事

及
び
進
入
路
整
備
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す

。

な
お
、
平
成
八
年
度

管
理
棟
が
完
成
し
、
本
年
五
月
に

は
、
ゲ
ー

ト
ボ
l

ル
場
、
み
ん
な

の
広
場
の
供
用
を
開
始
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
町
民
体
育
館
、
ア
ス
レ

チ
ッ

ク
ジ
ム
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、
造
成
工
事
、
本
体
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道

事
業
に
つ
い
て

は
、

本
年
度
全
体
計
画
を
作
成
し
、

都
市
計
画
決
定
、
事
業
認
可
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
全
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

災
害
に
強
い
安
全
な
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
は
、
緊
急
の
課
題

で
あ
り
、
本
年
度
は
、
地
域
防
災

計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
防
火
水
槽
、
行

政
無
線
等
防
災
機
能
を
高
め
る
社



ま
た
、
平
成
九
年
四
月

一

日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

一

げ
に
伴
う
公
共
料
金
の
見
直

一

し
に
つ
い
て
は
、
住
民
生
活

一

へ
の
影
響
等
を
勘
案
し
ま
し

一

て
、

他
市
町
村
の
動
向
を
見

一

極
め
慎
重
に
対
処
し
た
い
と

一

考
え
て
い
ま
す
。

一

さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
展

一

望
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
田

叫

年
度
策
定
し
ま
し
た
第

三
次

…

重
信
町
総
合
開
発
計
画
も
中

一

間
点
を
過
ぎ
、
仕
上
げ
の
時

一

期
に
入
っ

て
お
り
、
今
世
紀

一

中
に
は
、
計
画
中
の
ハ
ー
ド

一

事
業
の
完
成
に
全
力
を
傾

釦

け
、
来
る

べ
き

二
十

一
世
紀

一
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全
資
本
の
整
備
を
進
め

、

防
災
対

策
全
般
に
わ
た
る
強
化
を
図

ザ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

-

平成S年度i
に
向
け
ハ
l

ド

重
視
型
行
政

か
ら
ソ
フ
ト

重
視
型
行
政
へ

の
転
換
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
年
は
、
現
行
地
方
自
治

制
度
が
実
施
さ
れ
て
五
十
年

目
の
意
義
深
い
年
に
当
た

り
、
地
方
自
治
の
意
義
と

重

要
性
を
再
認
識
し
、
今
日
直

面
し
て
い
る
様
々
な
情
勢
に

的
確
に
対
応
し
、
二
十
一
世

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
重
信
町
の

行
財
政
体
制
の
整
備
確
立
を

図
り
、
「
緑
と
文
化
の
ま
ち

重
信
町
」
づ
く
り
の
た
め
遁

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

重信町民体育施設完成予想図(西岡)

教
育
文
化
の
振
興

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
情
報
化
に
対
応
し
た
基
盤

整
備
の
一
環
と
し
て
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備
を
順
次
整
備

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

、

北

吉
井
小
学
校
、
拝
志
小
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
整
備
す
る
計
画
で
、
こ
れ

に
よ
り
町
内
小
中
学
校
す

べ
て
に

設
置
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
愛
媛
大
学
附
属
病
院
内

に
入
院
し
て
い
る
児

童
を
対
象
と

し
た
院
内
学
級
を
今
年
度
開
設
す

る
予
定
で
す
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
都
市
化

や
核
家
族
化
な
ど
社
会
や
家
庭
の

変
化
に
伴
い
、
保
護
者
の
保
育
ニ

ー
ズ
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら

三
歳
児
保
育
を

実
施

し
て
い
ま
す

。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
人
々

が
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
す

る
上
で
は
、
経
済
性
機
能
性
と
い

っ

た
こ
れ
ま
で
の
評
価
基
準
に
加

え
て
文
化
を
重
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
立

っ

て
人
々
が
文
化
に
身
近
に
触

れ
、
自
ら
も
創
造
的
な
文
化
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

。

ま
た
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

い
じ
め
や
登
校
拒
否
な
ど
児

童
生

徒
の
問
題
等
の
実
態
は
ま
す
ま
す

複
雑
化
、
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
機
能
の
充

実
を
図
る
た

め
、
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
常
駐

と
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す

。

文
化
の
拠
点
と
な
る
町
民
会

館
・
図
書
館
等
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

移
動
図
書
館
車
の
買
い
換
え
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
病
原

性
大
腸
菌
0
1
1
5
7

に
よ
る
大

規
模
な
食
中
毒
が
社
会
的
に
も
問

題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
も

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
引
き
続
き

衛
生
管
理
面
に
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

さ
ら
に
、
食
器
改

善
問
題
に
つ

い
て
は
、
実
施
方
法
、
実
施
時
期

等
慎
重
に
検
討
し
前
向
き
に
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特

別
~険
2E 

計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
に

よ
り

貸
付
事
業
が
廃
止
さ
れ
、
地

方
債
の
償
還
だ
け
と
な
り
ま
し
た

の
で
平
成
八
年
度
で
特
別
会
計
を

廃
止
し
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
対

象
受
給
者
の
伸
び
に
加
え
、
老
人

一
人
当
た
り
診
療
費
見
込
額
の
大

幅
な
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
十

九
・
O
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
同

様
、
対
象
受
給
者
、
保
険
者
一
人

当

た
り
の
診
療
費
見
込
額
の
増
に

よ
り
対
前
年
度
四
・
九
%
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
保
財
政
に
つ
い
て
は
、

国
保
税
の
伸
び
悩
み
に
加
え
医
療

費
の
増
嵩
等
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
、
本
年
度
も
昨

年
度
に
続
き
財
政
安
定
化
支
援
の

た
め

一
般
会
計
か
ら
相
当

額
の
繰

入
を
計
上
し
て
い
ま
す

。

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
総
合
公
園
進
入
道
路

整
備
工
事
、
下
林
ほ
場
整
備
事
業

に
伴
う
配
水
管
の
移
設
工
事
等
飲

料
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の

関
連
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
面
工
事
の
完
了
に
伴
い
主
に

地
方
債
の
償
還
費
を
計
上
し
て
い

ま
す

。
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計

で
は
、
平
成
八
年
度
処
理
施
設
が

完
成
し
、
本
年
度
は
一
部
地
域
の

汚
水
管
敷
設
工
事
を
残
す
の
み
と

な
っ

て
い
ま
す
。
処
理
施
設
の
完

成
に
伴
い
、
早
急
に
供
用
開
始
の

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
町
営
墓
地
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
が

完
了
し
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、

本
工
事
費
を
計
上
し
、
平
成
十
年

度
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。
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(単位 : 千円)

会 計 別 本年度 前年度 比較
伸ぴ率 合計比 他会計から 他会計への
% % の 繰 入金 繰出金

一 自主 ~ ス 言十 5,830 ,000 5,597 ,000 233 ,000 4.2 56.9 326 ,413 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 10 ,531 ム 10 ， 531 皆 減

老人保健特別会計 2.329.169 1,956 ,837 372.332 19.0 22.7 132.274 

国民健康保険特別会計 1,343 ,763 1,280 ,986 62.777 4.9 13.1 139 ,633 

簡易水道事業特別会計 207 ,996 190 ,307 17 ,689 9.3 2.0 15 ,300 

土地区画整理事業特別会計 64 ,013 577 ,362 ム 513 ， 349 6. 88.9 0.6 

農業集落排水事業特別会計 196 ,314 267 ,100 6. 70 ,786 6. 26.5 l.9 32 ,874 

町営墓地事業特別会計 287 ,352 133 ,809 153 ,543 114.7 2.8 6.332 

メロ入 言十 10 ,258 ,607 10 ,013 ,932 244.675 2.4 100.0 326.413 326.413 

車，(j 言十 9.932.194 9,627 ,668 304 ,526 3.2 

平成 9年度会計別予算

年度

します。

予算の

内訳を

一般会計歳入歳出予算内訳

2.6% そのf也

性質別経費割合

地方議与税
1.2% 

分担金及ぴ
負担金
3.3% 

| 入康校広大ら 名別会別組 決れ改八 間れ.例
ル札調給域の、ーの雪モ委むまさ、正年平の、会第 t 
ド制査食森対重般委貝 「 員事たれ全な度成会三は百 菊r
プ度のの林応信質員会公会業、ま議ど補九期月 三 六 生

33 清喜苦手 152L 幸正 ZZ たき王手 2 詰 =12 百;雇
賀 j可のの路付六任設水舎め町。原 一 真当か六一回 ニj 予

夏老辺喜 E22 名 i 号遺言三喜 害警条事 23EZ 億j 算
、人段、支の、のまれ設特の急 とが例算しでに町 五? j雄

会器障壁環器 7 貫主 4 望裂雪長 す喜竺デセ ZZ 雪 千i 嶺
中ゴイ毛健学、増か。七特員特り 可さ部成 日さ定 八

百
..&.. 

は わ費助のノ、
、以た税成児 寸ー

次下つ増、童 万

の議戸税しの 同
決 f丁の尿義 ?

わ弓わ影 i及務署長
り ζ れ響み教 士号
で 1トまな取育 "J
すでニしどり 溺E
。王 た広問入ザセ

な。範題院
も圏、給

の に消食

一
般
会
計
当
初
予
算

予
算
総
額
五
十
八
億
三
千
万
円

(
前
年
対
比
四
・
二
%
増
)
で
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
単
土
地
改
良
事
業

六
五
、
九
七
三
千
円

土
地
改
良
事
業九

六
、
三
九
七
千
円

農
村
総
合
整
備
事
業

八
一
、
三
九
七
千
円

県
営
事
業
負
担
金

(
上
林
ト
ン
ネ
ル
)

一
四
二
、
一
四
O
千
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

六
六
、
一
六
八
千
円
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一般会計歳入歳出予算額平成 9年度

平成g

重信町

お知らせ

主な

(単位 : 千円)

軟 本年度予算額 前年度予算額 上ヒ 較 構成比 %

l 町 1見 1. 777.307 1 ,654 ,715 122.592 30.5 

2 地 方 議 与 F見 69 ,600 145.900 企 76 ， 300 l.2 

3 利子害J) 交付金 3l. 900 67.400 ム 35 ， 500 0.6 
4 地方消費税交付金 60 ,000 。 60.000 l.0 
5 ゴルフ場利用税交付金 23 ,900 26 ,500 è,. 2 ,600 0.4 
6 特別地方消費税交付金 10 10 。

7 自動車取得税交付金 42 ,300 40.500 1.800 0.7 
8 固有提供施設所在市町村助成交付金 1 ,122 1 ,090 32 
9 !也 方 交 付 税 1 ,650 ,000 1,700 ,000 ム 50 ， 000 28.3 
10 交通安全対策特別交付金 3 ,500 3 ,000 500 0.1 
11 分担 金及ぴ負 t日金 193.947 164 ,967 28 ,980 3.3 
12 使用料及び手数料 75.622 68 ,661 6.961 l.3 

13 国 !車 支 出 金 408.739 538.177 ム129 ， 438 7.0 
14 県 支 出 金 429.752 398 ,975 30.777 7.4 
15 財 産 収 入 14.494 14.102 392 0.3 
16 寄 m 金 18 ,160 11.807 6 ,353 。 目 3

17 繰 入 金 390 ,333 74.259 316 ,074 6.7 
18 繰 越 金 124.721 125 ,884 è,. 1 ,163 2.1 
19 諸 ~5t 入 119 ,493 65 ,253 54 ,240 2.0 
20 田T {寅 395 , 100 495 ,800 ム 100 ， 700 6.8 

歳 入 メE入Z 5 ,830 ,000 5.597.000 233 ,000 100.0 

歳入

(単位: 千円)

構 成比
本年 度予 算 額 の財 源 内 訳

軟 本年度予算額 前年度予算額 .l:t 車交 特 定 財 源
% 

国県支出会 地方 債 そ の他
一般財源

1 ~義 会 ~ 120 ,248 108 ,414 1l. 834 2.1 120 ,248 
2 総 務 ~ 615 ,721 553.303 62 ,418 10.6 43 ,915 72 ,334 499 ,472 
3 民 生 費 1,412 ,519 1 ,300 ,447 112 ,072 24.2 443 ,597 152 ,101 816.821 
4 衛 生 費 553 ,345 839.840 ム286 ， 495 9.5 36 ,919 3 ,800 11 ,662 500 ,964 
6 農林水産業費 683 ,923 527 , 796 156.127 11.7 164 ,204 127 ,900 53 ,982 337 ,837 
7 商 工 w 30 ,820 30.145 675 0.5 10 ,000 20.820 
8 土 木 E量 942.739 767.978 174 ,761 16.2 14l. 810 187.500 199.820 413 ,609 
9 ì自 防 費 264 ,914 241 ,861 23.053 4.6 2 ,595 3 ,900 340 258.079 
1 0 教 育 費 596 ,979 709 ,185 ム 112 ， 206 10.2 7 ,973 16 ,767 572 ,239 
11 災害復 旧費 540 540 。 540 
12 公 債 ~ 606 ,252 515 ,491 90 ,761 10.4 137 ,841 468 ,411 
13 予 1稿 可証 2 ,000 2 ,000 。 2 ,000 
歳出合計 5 ,830 ,000 5,597 ,000 233 ,000 100.0 841 ,013 323 ,100 654 ,847 4,011 ,040 

歳出

志
津
川
伽
呂
線
道
路
改
良
事
業

七
五
、
五
八
三
千
円

平
松
上
樋
線
道
路
改
良
事
業

七
九
、
五
六
八
千
円

田
窪
療
養
所
線
道
路
改
良
事
業

一
O
七
、
六
一
九
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

三
四
六
、
一

一
九
千
円

特
別
会
計
当
初
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計

二
、
三
二
九
、

二
ハ
九
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

一
、
三
四
三
、
七
六
三
千
円

簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計

二
O
七
、
九
九
六
千
円

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計

六
回
、
O

一
三
千
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

一
九
六
、
コ
二
四
千
円

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計

二
八
七
、
三
五
二
千
円

八
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

六
五
O
、
八
五
八
千
円

老
人
保
健
補
正
予
算

一
六
八
、
七
三
二
千
円

助
役
の
選
任

不
在
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
助

役
に
和
田
正
氏
(
収
入
役
樋
口
)

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た

収
入
役
の
選
任

収
入
役
の
助
役
選
任
に
伴
う
収

入
役
に
桐
野
猛
氏
(
総
務
課
長
南

野
田
)
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

tし
宇
品
・
しh
~。

条
例
改
正
等

-
廃
棄
物
の
処
理
、
清
掃
等
条
例

の
一
部
改
正

ク
リ

ー

ン
セ
ン
タ

ー

へ
の
直

接
搬
入
料
金
を
細
か
く
定
め
る

も
の
で
す
。

-
報
酬
・
費
用
弁
償
等
の
条
例
一

部
改
正

特
別
職
・
議
員
・
各
種
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
を

一
部
引
き
上
げ
る
も
の
で
す

0

・
町
道
の
路
線
認
定

高
速
道
路
の
両
側
の
側
道
と

新
村
南
線
を
町
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
で
す
。
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役場貯禽lF(本館)の

しました

課の配置替えを

百 t d';ム、|圃也1tU""'!*.H4Gーし . ・ -------- - ---------" 
重
信
町
で
は
、
行
政
改
革

大
綱
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
平

成
八
年
度
に
組
織
機
構
の
改

革
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
従

来
の
窓
口
が
狭
い
た
め
、
お

客
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
二
で
、
今
年
度
は
役
場

庁
舎
一
階
の
配
置
を
見
直

し
、
お
客
様
へ
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
事
務
処
理
の

ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
ま
す
。

変
更
箇
所
は
、
配
置
図
の

と
お
り
①
福
祉
課
の
カ
ウ
ン

タ
ー
幅
を
拡
げ
②
通
路
を
挟

ん
で
税
務
課
を
移
動
し
③
さ

ら
に
総
務
課
に
も
接
客
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

役場斤舎の

配置図
(本館 1 F) 

日町長室

宿直室等
助役仁コ

(5総務課)

目目

届
届回目回目

一一一う

1

出
納
室

①
出
納
係

出
納
に
関
す
る
こ
と
。

2

町
民
課

②
戸
籍
係

戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
、
外

国
人
登
録
、
印
鑑
登
録
事
務
、

埋
火
葬
の
許
可
書
の
交
付
に
関

す
る
こ
と
。

③
住
民
係

女
性
行
政
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

国
際
交
流
、
広
報
、
「
組
」
に
関

す
る
こ
と
。

3

福
祉
課

④
福
祉
保

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
母
子

及
ぴ
父
子
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、

老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

⑤
保
険
年
金
係

国
民
健
康
保
険
運
営
、
老
人
医

療
、
重
心
・
礼
児
・
母
子
医
療
、

国
民
年
金
、
福
祉
年
金
に
関
す

ヲh
vこ
ト
」
。

⑥
保
健
衛
生
係

保
健
衛
生
、
各
種
予
防
接
種
及

ぴ
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

⑦
同
和
対
策
係

同
和
対
策
に
関
す
る
こ
と

。

4

税
務
課

⑨
収
納
管
理
係

町
税
等
の
収
納
、
町
税
等
に
係

る
諸
証
明
、
納
税
組
合
に
関
す

マ
令
ニ
シ
」
。

⑨
住
民
税
係

町
県
民
税
の
調
停
及
び
賦
課
、

町
県
民
税
の
申
告
、
国
民
健
康

保
険
税
の
調
停
及
び
賦
課
に
関

す
る
こ
と
。

⑩
資
産
税
係

固
定
資
産
税
の
調
停
及
び
賦

謀
、
軽
自
動
車
税
の
調
停
及
ぴ

賦
課
、
特
別
土
地
保
有
税
の
調

停
及
び
賦
課
に
関
す
る
こ
と
。

5

総
務
課

⑪
総
務
係

職
員
の
人
事
及
び
給
与
、
議
会

の
招
集
及
び
議
案
作
成
、
公
聴

に
関
す
る
こ
と

。

⑫
秘
書
係

秘
書
に
関
す
る
こ
と

。

⑬
管
財
係

財
産
管
理
、
入
札
及
び
契
約
に

関
す
る
こ
と
。

⑬
行
政
係

区
長
会
、
交
通
及
び
消
防
、
交

通
災
害
共
済
、
防
犯
・
防
災
に

関
す
る
こ
と
。
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平
成
九
年
重
信
町
・
川
内

町
消
防
出
初
式
が
三
月
二
日

重
信
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
両
町
消
防
団
員
な
ど
約

七
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
、
さ
ら
に
、
昭
和
初
期
頃

に
使
用
さ
れ
て
い
た
腕
用
ポ

ン
プ
操
法
、
北
吉
井
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消

火
訓
練
、
重
信
幼
稚
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
演

技
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
被
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
消
防
団
員

等
の
表
彰
が
あ
り
、
次
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

。乙も fれミ.7 

根
裏
影
者
名
簿
(
敬
称
略
)

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

藤
岡
卓

石
丸
臣
一

日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

精
績
章

伊
賀
義
夫

愛
媛
県
知
事
表
彰

岡
本
葬
摩
雄

泉
岡
穂

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

牧
正
数

勤
続
章

戒
能
孝
樹
・
林
譲
二

牧
秀
宣
・
青
野
幸
一

花
山
良
博
・
高
須
賀
健
二

永
野
昌
二
・
森
章
三

家
族
内
助
の
功
労
者

藤
田
清
子

愛
媛
県
中
央
消
防
団

連
合
会
長
表
彰

石 i度野高宮
丸部中市田

善
弘
・
渡
部

勝
・
武
智

孝
三

・
西
方

正
之
・
泉
岡

匡
雄

末安賢
光崇史二

生幅一、

第3介団第2部(下林)による腕用ポンプ操法

重
信
町
長
表
彰

石牧村高白白
川 上塚戸戸

寛

・
大
石

栄
夫
・
山
内

三
朗
・
佐
伯

康
夫
・
八
塚

正
人
・
漬
田

益
昭
・
杉
本

信郁慎孝睦友
二雄 二 二久重

消
防
操
法
優
良
団
体
町
長
表
彰

第
3

分
団
第
2

部
(
下
林
)

野
中
孝
三
・
越
智
雄
二

野
中
昭
夫
・
石
川
益
昭

田
丸
庄
二

第
1

分
団
第
5

部
(
横
河
原
)

松
末
恭
一
・
白
戸
健
視

渡
部
俊
二
・
高
須
賀
靖

水
田
仁
志

〔
宅
配
貸
出
〕

四
月
か
ら
宅
配
に
よ
る
資
料

の
貸
出
を
し
ま
す
。
利
用
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。

貸
出
対
象
者
町
内
在
住
の

身
体
障
害
者
(
視
覚
障
害
・
肢
体

障
害
・
内
部
障
害
等
)
、
入
院
・

療
養
中
の
方
等
で
、
図
書
館
へ

来
館
で
き
な
い
人
。

O

貸
出
冊
数
制
限
無
し
(
期

間
内
に
利
用
で
き
る
冊
数
)

O

貸
出
期
間
四
週
間
以
内

0

申
し
込
み
方
法
電
話
に
よ

る
受
付
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
l

三
四

一
四

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
新
刊
本

。

「
吸
血
鬼
」
赤
川
次
郎
著
O

「
完
全
犯
罪
の
エ
チ
ュ
ー
ド
」

森
村
誠
一
著
O

「
失
楽
園
(
上
)
・

(
下
)
」
渡
辺
淳
一
著

(
今
月
期
待
の
こ
の
一
冊
)

O

「
龍
平
と
と
も
に
」
川
田
悦
子

著
・
・
・
劇
的
な
展
開
を
支
え
た
母

親
の
苦
悩
と
格
闘
の
記
録
i

薬

害
エ
イ
ズ
と
た
た
か
う
日
々

3

〈
4
月
の
休
館
日
v

?
f
4

唖
ハ

U

司
i
n
x
U
A
H
V
T
1

'
ー
可

i
n
L
η
L

円
L
1
i
q
J
E
ι



こんなとき 手続きに必要なもの

-他の市町村か ら転入してきた 印鑑、 他市区町村の

とき 転出証明書

国
-職場の健康保険をやめた と き

印鑑、職場の健康保
保 険をやめた証明書

は -職場の健康保険の被扶養者か 印鑑、 被扶養者にな
L、 らはずれたとき れない理由の証明書
る

印鑑、保険証、 母子手と -子供が生まれた と き
き 帳

-生活保護を受けな く な っ たと 印鑑、 保護廃止決定
き 通知書

-他の市町村に転出するとき 印鑑、 保険証

国 -職場の健康保険にはい っ たと 印鑑、 国保と職場の
保 き 健康保険の両方の保
を 険証 (後者が未交付
や -職場の健康保険の被扶養者に のときは加入したこ
め なった と き とを証明するも の)
る

-国保の被保険者が死亡したとと 印鑑、保険証
き き

-生活保護を受けるようにな っ 印鑑、保険証、保護開 l
たとき 始決定通知書

-退職者医療制度の対象になっ 印鑑、 保険証、 年金支
たとき 給決定通知書

そ
-町内で住所が変わ っ たとき

の -世帯主や氏名が変わったとき 印鑑、保険証

-世帯を介けたり 、 いっしょに

他 したとき

-保険証をなくしたと き (あるいは 印鏡、本人であ る こ とを

汚れてイ吏えなくなったとき)
証明す るもの(使えなく
な っ た保険証)

/吉村磁器a・
L.・2認訴己見. r--ーーー・.， ，_・・・・・圃

a理~t: 1 盟国

酒圏Ir L-_1・
羽田，.， .司-

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
だ
か

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

(保
険
証
)
が
四
月
一
日
か
ら
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

加
入
し
て
い
る
世
帯
へ
は
、
三

月
末
に
郵
便
に
て
お
送
り
し
ま
し

た
の
で
、
必
ず
ご
確
認
下
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
役

場
へ
お
返
し
下
さ
い
。

国
保
制
度
や
保
険
証
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
国

保
係
ま
で
。

異
動
の
際
は
届
出
を
/

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
お
い

て
治
療
を
受
け
た
と
き
、
医
療
費

の

一
部
(
三
割
ま
た
は
二
割
)
を
支

払
う
だ
け
で
よ
い
国
民
健
康
保
険

制
度
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
す
。

国
保
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
届

出
は
、
世
帯

主
が
十
四
日
以
内
に

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
て
下
さ
い
。
詳
し

く
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

第
一
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
毎
月
き
ち

ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す

，
刀

老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
守
る

た
め
に
も
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
に

な
っ
た
り

、

一
家
の
大
黒
柱
を
失

っ
た
り
し

た
と
き
な
ど
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が

原
則
で
す
。
何
ら
か
の
理
由
で
納

め
ず
に
放
っ
て
お
き
、
納
付
期
限

か
ら
二
年
を
た
つ
と
、
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
く

な
り
ま
す

。

国
民
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る

「

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
L

で

す
。人

生
八
十
年
時
代
と
言
わ
れ
る

高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
自
分
自
身

の
将
来
の
基
盤
を
築
く
と
同
時
に

国
民
年
金
制
度
を
守
り
、
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
保
険
料
が
大
切
で
す
。

今
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

『
あ
な
た
の
国
民
年
金

』

「
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ

ト
」

は
世
界
共
通

の
言
葉
で
す

。

ボ
ー

イ
は

「

少
年
」
、
ス
カ
ウ
ト
は

「
先
駆
者
、
道
の
な
い
所
に
道
を
発

見
し
て
進
む
」

と
い
う
意
味
で
す

ο

ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
自
立
心
の

あ
る
健
全
な
脊
少
年
の
育
成
を
目
的

と
し
た
世
界
的
な
社
会
教
育
運
動
で

す
。
受
験
勉
強
だ
け
で
は
決
し
て
学

べ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
ビ
ー

バ
ー

ス
カ
ウ
ト
(
小
学

一
年
生
ま
で
て
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
小

学
二
年
1

五
年
)
の
男
女
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
時

四
月
二
十
六
日
出

午
後
七
時
三
十
分
1

八
時
三
十
分

町
民
会
館
筏
聴
覚
室

場
所
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女

性

通ウでるきい三在年会女し交へ六朝化 をかの会
りイあ。なう十加には性た流向名、耕 二 テ先重議平
、メる交団非五入発、連新をかが総三月|進信が成
女ン新流体常団団足平合居おっ新勢二十マ地町発六
性ズ居会でに体体。成協浜願た居五来九にの女足年
のプ浜場あ犬とが現三議市い。浜十い日行女性し七
為ラ 、わ性団て月
のザ 臨t~-<..;:，-.，，_ t.., .-:.l._... うれ団体以
セは 官....-.，:l 一三 一生~=-， った体研来重
ンそ 下 .f?? 〕ーで一一 戸ー け 。に修、信
タの UR-171111ト~ムLFV 』伊-- ~ ら 学会三町

102 怯雌 jld期T云宗?ーお喜子同目在

c 乙‘れ9 

~ 
'%E 

議

帰いに ぴたに参 k\)/ .田岡 "窃置~稽区司 :-~ るのきれま立
路フ感新大。楽加 I~lfr， ~_冨・・1 1も錨薗圏直・ 1 舗国諸中なたし派
にア心居会毎し者 r "ι葺4舗面量-旦竺雰守三穿可~) ，盟問、が。いな
つイす浜コ年ぃ全 』嘘遁露軍副冨田園圃圃'-173sa圃臨調rrã 1圃目 題相らお限活
トるの U ー. 員 副曹麿蓮恩恵理問唱を三 ヲヂ習贋揮HL._ ，，.w埋圏 等互 、茶り動

たをと人票回ど子 監艶FYr 予一 l〆 .1é.!i 器都立富置 がになとと警
心共達 供 話回ごおの，‘
のにのれ妥とにさと子玉「をりそお懐ち玉話立 し体や菓たと
中、視戸国き返をそ玉、た聞方の手か寄会題ち交合活か子めし
に何野いおをっ認の」さかく 、起玉しつ館の、流わ動なを息て
貰かの?手過か識奥のれが内遊源だいた」 「近会れに 雰いもう
つ暖広 2 玉ご正しの言どおにび、があ。におごにたお囲た聞ら
でかきそ遊しうだ深葉お子、方作、の昔立手ろ先。け気だかや

(
M
・

N
)

塾'性女.IIICiII険
'%E 人婦

女
性
と
地
域
活
動

一
一
月
二
十
四
日
、
女
性
の

自
立
と
社
会
参
加
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
〈
女
性
と
地

域
活
動
〉
を
テ
ー
マ
に
、
県

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
青
井
規

久
子
先
生
と
重
信
町
女
性
会

議
八
団
体
の
代
表
者
を
迎
え

て
、
講
演
&
座
団
全
を
開
催

ー
し
宇
品l
v
h
~
。

講
師
青
井
先
生
は
、
女
性

の
資
質
向
上
と
地
位
の
確

立
、
地
域
活
動
な
ど
長
年
女

性
問
題
に
取
り
組
ま
れ
、
以

前
に
は
重
信
町
社
会
教
育
指

導
員
を
さ
れ
て
い
た
関
係
も

温
泉
郡
婦
人
教
育

研
究
大
会
開
催

伊
予
路
の
春
は
、
椿
き
ん

か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
厳
冬

と
し
て
は
、
暖
か
な
二
月
十

五
日
土
曜
日
、
温
泉
郡
三
町

の
婦
人
会
員
一
七
O
名
が
参

加
し
て
、
郡
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
行
事
の
あ
と

来
賓
の
和
田
町
長
様
か
ら
は

「
激
動
す
る
社
会
に
対
応
し

て
、
慣
行
を
見
直
し
、
改
革

し
つ
つ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

頑
張
っ
て
欲
し
い
。L
柳
沢
県

あ
っ
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

カ
女
性
の
地
域
活
動
の
基
本
は

・
視
点
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

0

・
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
認
め

A口
、
つ
0

・
人
を
尊
敬
し
て
引
き
合
う
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
持
つ
。

-
自
分
が
見
え
な
け
れ
ば
原
点
に

戻
る
。

す
更
に
活
動
を
し
て
行
く
上
で
は

・
時
代
の
ニ
l

ズ
は
何
処
に
あ
る
か

0

・
今
、
社
会
の
問
題
点
は
何
か

0

・
私
た
ち
の
団
体
が
何
を
し
て
何

を
社
会
に
返
し
て
い
る
か
。
を

問
い
か
け
な
が
ら
運
営
し
て
い

る
団
体
の
集
ま
り
が
、
よ
い
重

議
様
か
ら
は
、
「

自
分
の
地
域
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
女

性
の
豊
か
な
感
性
で
、
提

言
し
て

欲
し
い
。
」
等
の
お
言
葉
を
い
た
だ

主
ユ
a
'
し

h
~。

こ
の
後
、
三
町
の
婦
人
会
員
か

ら
現
在
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
川
内
町
「
ゴ

ミ
の
減
量
対
策
の
実
践
発
表
と
、

将
来
の
夢
と
し
て
、
給
食
セ
ン
タ

ー

の
生
ゴ
ミ
を
ボ
カ
シ
で
堆
肥

化

し
、
モ
デ
ル
農
園
を
創
り
た
い
。
」

中
島
町
か
ら
は
「
婦
人
会
の
現
況

と
対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
個
々

の
会
員
の
声
が
上
の
役
員
に
通
る

信
町
を
つ
く
る
。

と
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
づ
く

り
を
基
本
理
念
に
お
き
、
男
女
平

等
へ
の
意
識
改
革
等
を
織
り
ま
ぜ

な
が
ら
話
さ
れ
る
と
、
参
加
団
体

か
ら
も
多
様
化
す
る
地
域
活
動
に

つ
い
て
の
問
題
点
が
問
い
か
け
ら

れ
た
り
:
・
勇
気
づ
け
ら
れ
た
り
。

座
回
全
は
女
性
活
動
の
真
髄
に
ふ

れ
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
今
後
横
の

連
携
を
計
り
な
が
ら
協
力
し
て
い

こ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

女
性
会
議
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
意
義
あ
る
座
団
会
が
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
、
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
塾
長
和
田
紀
久
恵
)

風
通
し
の
よ
い
団
体
に
す
る
。
平

和
ボ
ケ
し
た
団
体
で
な
く
時
代
に

応
じ
て
変
え
る
こ
と
が
大
切
と
思

う
。
」
な
ど
。
重
信
町
か
ら
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
、

不
用
品
交
換
制
度
の
現
状
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。
産
地
交
換
手
づ

く
り
品
販
売
、
レ
ク
レ
|
シ
ョ
ン

と
つ
づ
き
午
後
か
ら
、
「
結
核
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

三
町
の
全
員
が
一
堂
に
集
ま

り
、
交
流
と
学
習
の
充
実
し
た

一

日
で
し
た
。
会
員
手
作
り
の
小
物

を
、
全
員
に
贈
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

(
会
長
藤
岡
惰
子
)
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中J
「
あ
な
た
は
ご
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
何

か
不
安
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
?
」

寧
今
月
よ
り
、
町
の
保
健

事
業
や
調
査
を
元
に
、
重

信
町
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て
、
私
達
に
身
近
な
テ

ー
マ
を
決
め
、
随
時
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
脳

卒
中
」
で
す

。

愛
媛
県
で
は
、
「
脳
卒
中

登
録
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す

。
こ
れ
は
、
脳
卒
中
と
診

断
さ
れ
る
と
、
医
療
機
関

か
ら
保
健
所
へ
連
絡
が
い

き
、
保
健
所
や
町
の
保
健

婦
が
訪
問
し
て
、
発
作
前

・
3

後
の
様
子
を
お
伺
い
し
、

d
J
E
再
発
防
止
や
福
祉
制
度
の

4
Z

紹
介
、
療
養
生
活
の
ご
相

ト
.
t

談
等
を
行
う
と
い
う
も
の

唱
司
，

で
す
。

'
『
'

松
山
中
央
保
健
所
管
内

圃
直
a

「
(
松
山
市
と
北
条
市
・
温
泉

a
m
a
郡
)
の
発
生
状
況
は
次
の

刈
匙
曹
司と
お
り
で
す
。

談室r

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は

冨
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

(
内
線
三
二
・
三
一
二
)

(平成7年)

年 齢 階 級

'" 1911 "'29 "'39 "'49 "'59 "'69 '" 79 "'89 90'" 合計

松山中央 。人 2 3 27 68 113 103 35 2 353 
保健所管内 。% 0.57 0.85 7.65 19.3 32.0 29.2 9.9 0.28 

松 山 。人 2 3 22 60 95 85 29 2 298 

北条 。人 。 。 2 4 3 4 2 。 15 

重信 。人 。 。 2 7 4 。 。 14 

) 11 内 。人 。 。 。 2 4 6 4 。 16 

中 島 。人 。 4 4 。 。 10 

年齢階級別発症数
※ 

発の六
症約十
が六九
多割歳
くを 以
な占下
つめの
て、発

い若症
まいは
す方全
。の 体

・これは協力病院からの報告数のみです。
・年併は脳卒中発症時の満年齢で分類していますa

(平成8年5 月)

f"'J 40"'59歳 60"'64歳 65"'69歳 70歳以上

精神介裂病
脳硬塞 脳硬塞 脳硬塞

介裂病型障害等

2 糖原病 糖原病 心疾患 糖原病

3 良性新生物 高血圧性疾患 骨折 心疾患

資料 愛媛県脳卒中登録恥業調査報色

重信町年齢階級別多発病気(入院分)
※ 

一硬六
佐塞十
をで歳
占入以

?を去
て A 互

守、 ­

:こは
円、

が脳

脳
卒
中
対
策
に
次
の
事
に
注
意

し
て
下
さ
い

。

①
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

②
寒
さ
に
注
意

③
お
風
呂
は
ぬ
る
め
に

④
便
秘
に
注
意

⑤
禁
煙

⑥
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

⑦
太
り
す
ぎ
に
注
意

③
お
酒
は
一
日
二
合
以
下
に

⑨
塩
分
は
ひ
か
え
る

脳
卒
中
は
、
生
活
の
質
を
著
し

く
下
げ
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
や

生
活
習
慣
の
改
善
で
、
発
作
の
予

防
は
可
能
で
す

。

次
回
は
「
減
塩
」
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す

。

資料 愛媛の国保病鼠別統制

健
康
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
?

間
歳
以
上
の
方
へ

検
診
申
し
込
み
書
を

配
布
し
ま
す

「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ

ビ
や
雑
誌
、
健
康
食
品
が
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

「

O
O
を

食
べ
れ
ば
、
O
O
が
治

る
」
と
言
わ
れ
る
と
、
つ
い
そ
の

食
品
だ
け
を
食
べ
て
病
気
が
治
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
で

し

ょ
、
っ
か
。

自
分
の
体
の
健
康
を
確
か
め
る

た
め
に
、
健
康
診
査
や
が
ん
検
診

を
受
け
て
、
『
健
康
』
で
あ
る
か
ど

う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
次
に
治

療
や
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
、
っ
。

今
年
度
は
、
十
八
歳
以
上
の
住

民
の
方
に
、
各
種
検
診
の
申
し
込

み
用
紙
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。
対
象
年
令
や

日
程
表
も

載
せ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
申
し
込
ん
で
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
て
下
き
い
。

な
お
、
申
し
込
み
書
は
、
四
月

上
旬
各
組
単
位
で
全
戸
配
布
し
、

記
入
後
各
組
単
位
で
ま
と
め
て
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

骨
髄
パ
ン
ク
に

登
録
を
f

い
の
ち
を
救
え
る
の
は
あ
な

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移

植
)
」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意

が
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不
良

性
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病
患
者

さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク

登
録
窓
口
」
を
左
記
に
開

設
し

て
い
ま
す
の
で
、
二
十
歳
か
ら

五
十
歳
ま
で
の
健
康
な
方
の
登

録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

CVòllる屯泌宅ゆ宅ゆ屯か宅島屯洛@

施設名 開設日 問合せ先 電話番号

西条
月曜日

西条市神拝甲 1 50-1
0897 -56-1300 

中 央保健所 保健予防課医療係

宇和島
火曜日

宇和島市天神町7-1
0895-22-5211 

中 央保健所 保健予防課医療係

愛媛県骨髄 月曜日 松山市高岡町80-1
089-973-0700 

データセンター 水曜 日 愛媛県赤十字血液センター内

個別接種ができなくなりました。



妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
ご
案
内

事業名 対象 場所

妊
母子健康手帳交付 妊婦 役場保健婦室

娠 母親学級 妊婦・希望者 町民会館
中

妊婦一般健康診査 妊娠前期と後期 医療機関

訪問指導 新生児、手L児

事L 離乳食学級 3、 4か月児 町民会館

児
4か月児健診 4か月児 町民会館

10か月 児礼児相談 10か月児 町民会館

期 3-6か月児と
乳児一般健康診査

9- 11か月児
医療機関

1歳6か月 児健診
1歳7 ・ 8か月児

町民会館
幼 (1歳半- 1議8か月)
児
期

3歳児健診
3歳6 ・ 7か月児

町民会館
(3歳から4歳未満)

備
-各事業の日程・時間等については、 「わが家の健康カレンダ

考
一」・「広報しげのぷ」・ F個人通知」 等でお知らせします。

-母子健康手帳をご持参下さい。

安
全
な
妊
娠
、
出
産
は
、
妊
娠

中
か
ら
の
定
期
健
診
が
大
切
で

す
。ま

た
、
乳
幼
児
期
に
お
い
て
は
、

わ
が
子
の
発
育

、

発
達
を
確
認
し
、

健
康
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
育

児
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
相
談
す
る
場
と
し
て
、

礼
幼
児
健
診
等
を
受
け
ま

し

ょ
う
。

今
月
よ

り
、
別
表
の
と
お
り
、

健
診
及
び
、
育
児
相
談
等
を
実
施

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

気
軽
に
お
越
し

下
さ
い
。

• tÇ'.;、「11 

現
在
発
行
し

て
い
る

妊
婦
・
礼

児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

は
、

四

月

一
日
以
降
の
使
用
を
、
さ
し
か

え
る

よ

う
説
明
し
て
い
ま

し

た

が
、
四
月
一
日
以
降
も
今

ま

で
ど

お
り
、
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
、

母
子
健
康
手
帳
と

い
っ
し

ょ
に
提

示
し
て

下
さ
い
。

ご
注
意

町
外
に
転
出
し

て
受
診
さ
れ
る

場
合
は
必
ず
医
療
機
関
に
新
住
所

を
お
知
ら

せ
下
さ
い

。

な検査受象づ をに 二 一 れ 調層保有 れ 言りオ問 日 手呈 対 象り けとくこ受再 た昭査に た昭
ま費るなもの け 種おきポ方和で 比し方和す用こりの場ら度ポを子れ リ は五わべて に五

5月 8 日(木)
平成8年2月 1 日 -6月 30 日生 ま れ。にとまで合れ リ 受さるオ、十かてい つ+ ワ

つにすはのるオけま時 ウ 年り低る い年 クチ 及び生後90か月未満の未接種児

ポいなのな予こワるが イ かまい方 てか
てりでく防とク時ポ ル らしこの、 ら
もま 、 、接をチ リ ス 五たと割ポ 五 ン

5月 2 1 自体)
平成8年7月 1 日~平成9年l月 31 日生まれ

リ同す自任種おン オ 常 十。が合 リ + α〉
様。賛意は勧の ワ 在 二 、 がオ ニ B書追日 及び生後90か月未満の未接種児
にまで接法め予 ク 国 年厚 他 の 年
自ぺ接種律し防 チ に に 生の免 に 別名川、児マ ヒ。といい、ポ リ オ ウ ィル オ費抗種のに手接 ン 波 生 省年疫 生 つ病
と体を対基種接航ま の齢を ま

い気
スに感染すると 100人中 5 - 6人はかぜの

てに 様な症状、発熱、頭痛、 H匝吐が現れ、ま

予
予防接種を受け る機関

れに運動麻療がおこります。

名称 広島県健康福祉セ ンター内予防接種セ ンタ ー
と予 経口服用します。弱毒化された安全なワ 防

住所 広島県広島市南区皆実町一丁目 6-29
副反接防 ク チ ンですが ま れに麻療をおこす こ と

応種 があります。 ( 100万人にl人程度)

接TEL (082) 254-7111 

日 時 毎週水曜日 (祝祭日・年末年始は除く) 13:00----15:00 備 下痢・幅吐を しているとできません。

料金 3.600円 考 毎年5月と 10月に実施 種
その他 要予約

:t 場 所 町民会館

副反応があったら 受付時間 午後2時一 2時30分(時間厳守)

直ちに医師に相談して下さい。または医薬品副作用被害救済 ・
の

持参品 母子健康手帳、予防接種手帳

研究振興調査機構 (1103-3506-954 1 ) へ
他 (予診票)、印鑑、体温計

咽喉科・皮膚科医院では

予
防
接
種
を
よ
り
安
全
に
受

け
る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
方

が
、

予
防
接
種
に
つ
い
て
よ
く
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す

。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

以
下
の
点
に
注
意
し

て
下
さ
い

。

①
受
け
る
予
定
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
「

予
防
接
種
手
帳
」

や

「

予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
ん
で
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
質
問
し
ま

し
ょ
う

。

②
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

村
で
受
け
て
下
さ
い

。

③
母
子
健
康
手
帳
・

重
信
町
発
行

の
予
防
接
種
手
帳
(
予
診
票
)

が
必
要
で
す

。

※
予
防
接
種
手
帳
は
、
出
生
・

転

入
届
時
等
、
福
祉
課
ま
た
は
保

健
婦
室
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

④
病
気
な
ど
で

主
治
医
を
お
持

ち
の
方
は
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
事
前
に
相
談
し
、
指
示
を
受

け
て
下
さ
い
。

⑤
接
種
を
受
け
る
子
ど
も
の
状

態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
、

接
種
場
所
に
連
れ
て
き
て
下

支
」
い
。

⑥
予
防
接
種
の
日
程
等
の
個
人

通
知
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
受
け

忘
れ
の
な
い

よ

う
に
気
を
つ

け
ま

し

ょ
う

。

※
予
防
接
種
に

つ
い
て
ご
不
明

な
点
は

、

福
祉
課
保
健
婦
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

八木耳GレZ必信犯νæ-似主Æか宅浴そ泡@
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都話
し
下
手
の
話
し
上
手
。
口
下

手
で
も
心
が
こ
も
れ
ば
聞
き
手
を

魅
了
し
ま

す
。
お
互
い
の
気
持
ち

を
深
く
汲
み
取
る
心
が
大
切
。
し

っ
か
り
話
を
聞
き
取
る
力
が
あ
な

た
の
話
術
を
磨
き
ま
す

。

会
話
の

始
ま
り
は
挨
拶
、
そ
の
心
は
敬
語

で
す
。

昔
か
ら
日
本
は
言
葉
の
輸

入
大
因

。

こ
れ
を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
日

本
語
は
品
良
く
優
し
く
明
る
い
キ

メ
細
か
な
表
現
力
を
豊
か
に
育
ん

で
来
ま
し
た
。
そ
の
特
長
も
し
っ
か

り

学
び
、
労
わ
り
慰
め
励
ま
し
合

え
る
爽
や
か
な
話
術
を
磨
き
、
素

敵
な
仲
間
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う。

。
*
い
九
一
向

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
ー
一
五
O
O
刊

お
喋
り
教
室

j

あ
な
た
を
明
る
く爽や

か
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
/
f
}

こ
の
外
に
も
、
中
国
の
歴
史

講
座
・

パ
ソ
コ

ン
講
座
・
親
子
ふ

れ
あ
い
教
室
・
男
の
料
理
教
室

な
ど
が
新
し

く
始
ま

り

ま
す

。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て

開
催
す
る
教
室
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
「

平
成
九
年
度
教
室

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

元南海放送ニ ュ ースキャスタ ー・

南海放送学苑講師・県生涯学習推進講師

山崎全正先生
20人

900円 (20人) -1 ， 800円(10人)
午後7時30分-9時30分
町民会館第 1 ・ 2 研修室

師

募集人数

参加費
時間

会場

講

開催日 内 4開俺f・

5月 12 日 (月)
話し上手は聞き上手
~聞き取る力があなたの話術を磨きます~

5月 26 日(月)
普段着の言葉遣いを大切に

~日本語の良さを見直しましょう~

6月 9 日(月)
親しき仲にも「敬語」あり

~挨拶・祝意・弔慰の心得~

6月 23 日 (月)
音読・朗読を楽しみましょう

~先ず童話の不思議世界に~

7月 7 日 (月)
一歩進んだ会話力とは?
~言葉の奥に真意を汲み取りましょう~

7月 14 日 (月)
明るく爽やかな会話を目指して
~労わり慰め励まし合い潤い豊かな言葉を~付 :上がらない為の秘鉄

町
民
会
館
ロ
ビI展

高
山
の
さ
〈
ら
草
と
審
の
山
草
展

四
月
十
二
日
出
、
十
三
日
制

午
前
八
時
三
十
分

l

午
後
五
時

(
十三
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

日
本
さ
く
ら
そ
う
と
山
草
展

四
月
二
十
六
日
出
、

二
十
七
日
間

午
前
八
時
三
十
分
i

午
後
五
時

(
二
十
七
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

主
催

重
信
町
文
化
協
会
皿
ヶ
嶺

山
草
会

連
絡
先

玉
井
忠
幸

冨
九
六
四
|

三
八
O
四

日
時
場
所

入
場
料

後
援

四
月
十
九
日出
午
後
三
時

町
民
会
館

一
、
二
O
O
円

重
信
町
文
化
協
会

重
信
町
教
育
委
員
会

連
絡
先

清
水
由
九
六
四
|

六
九
二
ニ

石
川
冨
九
六
四
l

二
ハ
一
二

O

A
O
E
 

副
副

宿
題

占
〈

E
凶

附
町

岡
幽
a
H
H
'
 

a
n
n・
-

o
笛
m

d月20日(日)

重信中学校グラウンド
。

(雨天時は4月27日)

時

所

日

場
。
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固
「
人
権
を
悟
る
集
い
」
よ
り④

い
じ
め
巴
つ

い
て
思
う
こ
と

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
に

よ
る
と
、
今
だ
に
中
高
生
が
「
い

じ
め
」

で
自
殺
し
て
い
る
と
い
う

現
実
が

、

僕
た
ち
の
ま
わ
り
に
は

あ
り
ま
す

。

幸
い
東
温
高
校
で
は
、

自
殺
に
至
る
よ
う
な
深
刻
な
「

い

じ
め
」
は
起
こ
っ
て
は
い
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
は

軽
度
の
「
い
じ
め
」
は
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。

軽
度
で
あ
れ
、
深
刻
で
あ
れ

、

「
い
じ
め
」
は
人
権
侵
害
そ
の
も

の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

ニ
と
で
す
。

「

い
じ
め
」

で
苦
し
む

仲
間
を
だ
さ
な
い
た
め
の
東
温
高

校
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
僕
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
ま

し

た
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
の

「
子
供

の
権
利
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
本

の
中
で
は
、
「

い
じ
め
」
と
は
、
「
同

。 ι ‘ t，r .~' 13 

安
部
敏
博

そ
し
て
、
現
在
の

「

い
じ
め
」

は
、

加
害
者
・
被
害
者
・
観
衆
・

傍
観
者
の
困

層
構
造
が
密
接
に
絡

ま
り
合
っ
た
学
校
集
団
の
在
り
方

の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
と

書
い
て

あ
り
ま
し
た

。

だ
か
ら
、
「

い
じ
め
L

を
な
く
す
る
に
は
、
ま
ず
、
観
衆

や
傍
観
者
が
、
加
害
者
に
対
し

て

反
対
の
意
志
を
示
せ
ば
い
い
の
で

す
。

僕
た
ち
が

「
い
じ
め
」

の
加

害
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
と
同
時
に
、
観
衆
や
傍
観
者
と

な
っ
て
「
い
じ
め
」
を
助
長
し
た

り
容
認
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「

い
じ
め
」
の

な
い
、
「

い
じ
め
」

の
起
こ
ら
な
い

東
温
高
校
に
し

て
い
く
た
め
に
、

僕
は
生
徒
会
長
と
し
て
、
全
校
の

生
徒
に
、
「

い
じ
め
」

の
観
衆
や
傍

観
者
に
な
ら
な
い
こ
と
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
何
で
も
話
し

合

え
る
真
の
友
達
を
作
り
、

「

い
じ

め
」
に
対
し

て
た
ち
向
う
勇
気
と
、

支
え
合
う
友
情
を
育
て
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

東
温
高
等
学
校
二
年

一
集
団
内
の
相
互
作
用
過
程
に
お

い
て
優
位
に
立
つ

一
方
が
、
意
識

的
に
、
あ
る
い
は

集
合
的
に
、
他

方
に
対
し

て
精
神
的
・

身
体
的
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
へ
ま
た
は

「

逃

げ
ら
れ
な
い
閉
じ
た
集
団
の
中

で
、
対
抗
力
の
な
い
弱
者
に
対
し

て
、
正
当

な
理
由
な
く
繰
り
返
さ

れ
る
私
的
制
裁
L

な
ど
と
定
義
さ

れ
て
い
ま

す
。

「

い
じ

め
」

の
特
徴
と

し
て
は
、

物
理
的
・
心
理
的
「
ふ
ざ
け
」
型

の
「
い
じ
め
」
が
あ
り
ま
す

。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
「

い
じ

め
」

の
重
大
性
を
明
確
に
認
識
す

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

。

本
町
に
新
し
い
電
話
相
談
の
し

く
み
が
で
き
て
一
年
が
経
過
し
ま

し
た

。
こ
の
間
、
十
九
件
、
延
四
十

一

回
(
三
月
八
日
現
在
)
の
相
談
に
応

じ
ま
し
た
が
、
こ
の
数
字
が
、
町

内
の
子
供
た
ち
、
ま

た
は
、
保
護

者
の
方
の
悩
み
の
す
べ
て
と
は
思

わ
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
の
秋
の
あ
る
日

、

中
学
生

ら

し

い
少
年
が
教
育
委
員
会
の
受

付
に
来
て

、

「

教
育
相
談
の
先
生

は
、

今
日
の
午
後
も
お
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か

。

」
と
た
ず
ね
た
そ
う

で
す

。

畳
か
ら
も
い
る
と
い
う
こ

と
を
確
認
し

て
少
年
は
帰

っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
後
、
そ
の
少
年

か
ら
と
思
わ
れ
る
相
談
は
、
電
話
・

来
訪
の
ど
ち
ら
も
あ
り
ま

せ
ん
で

し
た
。そ

の
少
年
の
相
談
し

た
い
内
容

は
何
だ
っ

た
の
か
。
そ
の
後

、

自

ら
の
力
で
解
決
で
き
た
の
か
。
今

も
ま
だ
悩
み
続
け
て
い

る
の
か
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
は

何
も
わ
か
り

ま

せ
ん
。

残
念
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

同
時
に
、
こ
の
少
年
の

よ

う

に
、
相
談
で
き
ず
に
悶
々
と
し
て

い
る

子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
暗
い
想
像

を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し

ろ
、
悩
み
の
大
き

い
子
供
ほ
ど、

だ
れ
に
も
相
談
で

き
ず
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と

。

新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
す

べ

て
の
子
供
が
、
希
望
に
胸
を
ふ
く

ら
ま

せ
て
迎
え
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
の
四
月
に
、
前
年
度
か
ら
の

悩
み
を
持
ち
込
ん
で
い
る

子
供
は

い
な
い
で
し

ょ
う

か
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
機
関

と
し
て
少
し

で
も
町
内
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
い
、
相

談
の
基
本
姿
勢
を
お
示
し
し

ま
す

。

教
育
相
談
の
基
本
姿
勢

一
相
談
者
の
?
勺
さ
の
理
解
に

努
め
る
。

ニ
相
談
者
に
安
心
感
を
も
っ
て

い
た
だ
く
。

三
相
談
者
の
意
向
に
沿
っ
て
対

応
す
る
。

四
相
談
者
の
秘
密
は
絶
対
に
守

る
。

お
気
軽
に
、
ま

た
安
心
し
て
ご

利
用
下
さ
い

。

。
重
信
町
教
育
相
談
電
話

冨
九
六
回
l
=
一
回
三
七

留
守
番
電
話
を
含
め
、
二
十
四
時

間
対
応
し
て
い
ま
す

。
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地
価
公
示
価
格
公
表

地
価
公
示
価
格
(
一
月
一
日
現

在
)
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
価
公
示
に
関
す
る
書
類

は
、
県
庁
・
役
場
・
県
立
図
書
館

等
で
四
月
下
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。審の全圏実通安全運動

(
役
場
都
市
整
備
課
)

待つ人へ
今日も無事故の
贈りもの

期間 4月 6 日(日)-"15 日(火)

端減b型炉最吋

篤

志

寄

附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

田
窪
団
地
自
治
会

八
木
淳
一
郎

伊
予
民
踊
研
究
会
重
信
支
部

〈
香
典
返
し
〉

寺
田
浩
三
(
田
窪
)
亡
妻
・
愛
子

佐
伯
義
夫
(
横
河
原
)
亡
妻
・
キ
シ
子

岡
多
正
(
北
野
田
)
亡
母
・
ハ
ル
ミ

平
岡
健
雄
(
上

林
)
亡
母
・
ト
キ
ヱ

清
水
治
久
(
志
津
川
)
亡
母
・
フ
サ子

水
田
英
夫
(
樋
口
)
亡
父
・
茂

縦覧期間

4月 1 日 ---4月 21 日(土・日を除o

午前8時30分~午後5時

※固定資産税、第1期納期5月(予定)

剣
道
部
員
募
集

小
学
生
剣
道
部
員
の
募
集
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
各
小

学

校
に
も
募
集
要
項
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

同
閣
団
四
四
団
凹

(
北
吉
井
小
学
校
区
)

.
申
込
日
時

四
月
二
十
三
日
嗣

十
八
時
l

十
九
時

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.
場
所

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

.
練
習
日

毎
週
水
・
金
曜
日

十
七
時
三
十
分
1

十
八
時

〕
閣
閣
叫
閣
制
〕

(
南
吉
井
・
持
志
・
上
林
各
小学

校
区
)

・
申
込
日
時

四
月
二
十
二
日
ω

十
八
時
l

十
九
時
三
十
分

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.
場
所

重
信
町
農
林
業
者
ト
レ
l

ニ
ン

ク
セ
ン
タ
ー

・
練
習
日

毎
週
火
・
木
曜
日

十
七
時
三
十
分
i

十
八
時

問
い
合
わ
せ
先

笹
岡
宮
蔵
冨
九
六
四
1

二
八
四
三

由
子
家
庭
・
寡
婦
自
立
促
進

ワ
ー
プ
ロ
受
講
生
募
集

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
母
子
家
庭
の
母
や
子
女
が
就

業
に
必
要
な
技
能
、
資
格
を
身
に

つ
け
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
就
職

す
る
た
め
に
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を

次
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

科
目
ワ
ー
プ
ロ
(
職
業
能
力
開

発
協
会
三
級
資
格
取
得
講
座
)

講
習
期
間
五
月
一
日
同

i

六
月

二
十
六
日
同
ま
で
の
毎
週
火
・

木
曜
日
(
十
四
日
間
・
七
十
時

間
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

受
講
対
象
者
母

子
家
庭
の
母
も

し
く
は
そ
の
子
女
、
又
は
寡
婦

年
令
は
お
お
む
ね
四
十
才
ま
で

募
集
人
員

二
十
名
(
た
だ
し
応

募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上

決
定
し
ま
す
)

受
講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
千

円
は
自
己
負
担
)

場
所
松
山
市
中
一
万
町
七
|
三

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

四
月
二
十
二
日
仰
ま
で
に
印
鑑

を
持
っ
て
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ国

九
三
一
1

一
O
二
二

冨
九
三
一
l

七
二
三
五

小
さ
な
ビ
ン
の
口
か
ら
ど
う

し
て
タ
ン
ポ
ポ
が
入
る
の
だ
ろ

、

つ
J
A
U

フ
ァ
ン
タ
ジ

ッ

ク
な
魔
法
の

「
び
ん
の
中
の
花
」
が
二
百
本

並
ぶ
第

一
展
示
室
。

そ
し
て
、
紙
の
折
り
技
が
冴

え
た
臼
体
の
お
ひ
な
様
が
ロ
ビ

ー
に
春
ら
ん
ま
ん
を
・

・
・
。

ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
と

折
り
紙
の
お
ひ
な
様
展

四
月
二
十
七
日
ま
で

山
木
栄
典
さ
ん
と
平
岡
以
都

子
さ
ん
の
重
信
の
技
展
で
す
。

200本のボトルフラワー

〈
4

月
の
休
館
日
V

7
4
4
n
U

唱

i

口
δ

-
l
n
U
T
3

F
t
1

ょ
っ

L

円
，b
q
L
1

l

q
d
E
t
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一
一
月
二
十
四
日
、
上
林
と
久
万

町
を
結
ぶ
広
域
基
幹
林
道
上
林
河

之
内
線
の
上
林
ト
ン
ネ
ル
の
安
全

炉
、

祈
願
祭
が
上
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
~
J

祈
願
祭
に
は
、
県
知
事
・
両
町
長
「
」

ら
八
十
人
が
出
席
。
鍬
入
れ
を
行

念
陀

い
、
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
、
長
さ
八
百
六
十

ル

m
、
幅
六
m
、
事
業
費
は
十
六
億

ネ

八
千
万
円
。
平
成
十
年
度
に
完
成

ン

の
予
定
で
す
。

h
-

林
道
の
開
通
に
よ
り
、
両
町
の

H
M

林
業
の
活
性
化
、
ま
た
国
道
お
号

i
A

線
の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
の
役

』
」

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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高規格救急車ガやってきた

三
月
五
日
、
東
温
消
防
署
へ

県
下
で
も
珍
し
い
高
規
格
救
急

自
動
車
が
日
本
損
害
保
険
協
会

よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
急
車
は
、
先
進
の
設

備
・
機
能
を
備
え
て
お
り
、
万

一
の
事
故
の
際
、
愛
媛
大
学
医

学
部
と
電
話
で
直
結
し
、
そ
の

医
師
の
指
示
に
よ
り
、
救
急
救

命
士
が
現
場
や
搬
送
途
中
で
適

切
な
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま

す
。

三
月
十
六

日
、
第
十
九
回

重
信
町
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
卜

d
E

レ
l
-

一
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

凶
川

れ
、
温
泉
・
北
条
・
小
野
地
区
の

B
W

少
年
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

4
Z

た
。

大

団
体
戦
・
低
学
年
の
部
で
南
吉

道

井
剣
道
部
A

が
優
勝
、
高
学
年
の
削
叩

部
で
阿
部
B

が
準
優
勝
。

E
一

個
人
戦
で
は
、
中
学
生
男
子
の

M

部
で
浅
野
成
彦
さ
ん
、
小
学
生
低

。
，

学
年
の
部
で
桑
原
里
奈
さ
ん
(
北

吉
井
小
)
が
優
勝
す
る
な
ど
健
闘

ー
し
↓
ま1レ
h
~。

清
掃
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
た

成
た
め
、
地
元
山
之
内
区
の
協
力
を

b
唱
得
て
、
隣
接
地
に
新
し
く
建
設
を

一
進
め
て
い
た
ご
み
焼
却
処
理
施
設

'
P
が
、
こ
の
た
び
完
成
し
、
三
月
十

μ
.
八
日
に
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し

、
，

~
』
。

セ

ま
た
、
そ
の
名
称
を
町
内
か
ら

ン
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
、
O
七
七

一
通
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、

リ

「
重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
に

フ

決
定
し
ま
し
た
。

E
U
3
こ
の
先
、
こ
の
施
設
を
末
永
く

M
U
使
用
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
に

Z
E
-
お
い
て
も
ご
み
の
分
別
に
対
す
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
念
植
樹

@々定同浴宅島信忠信泌信泌モル@
O
 

B
L
 

え
』

下力

三
月
十
七
日
、
四
十
周
年
記
念

協

事
業
の
行
事
で
あ
る
照
葉
の
森
づ

一
一

く
り
が
西
岡
総
合
公
園
で
行
わ
れ

引
，

4
』

ま
し
た
。

配

卒
業
記
念
に
町
内
の
小
学
六
年

期

生
約
四
百
名
が
参
加
し
、
ケ
ヤ
キ
・

早

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
サ
ザ
ン
カ
な
ど
二

μ

十
一
種
類
の
木
、
二
千
四
百
本
を

お

約
八
百
討
の
敷
地
に
植
え
ま
し
た
。

d

こ
れ
か
ら
大
き
く
育
っ
て
、
公

園
の
一
角
を
彩
る
憩
い
の
森
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。(
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紙
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連
)
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戸
籍
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窓

三
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
艇
生
お
め
で
と
う

横西酋積牛回下 牛 横 住
j可 i可 i可
原岡岡原洲 窪 林測原 所

加 費 野安岩瀧菊戒福
保藤藤口原因野池能回
護み 元 美真 浩文久英

か明 意 文純二秀志司 者

有~ ('祐;拓?同流る期 ;将j央な蓄を 出
生

哉ゃ介 馬ま 平い温E平口成 か は !尼

3 3 2 2 2 2 2 2 2 生年

2 1 27 27 25 22 21 20 6 
月
日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

志横富上横横志樋山志宮下 北 住

i掌原i可 1 原i可原i可 i幸 之津 1 野
川 百 林 川口内川百林田 所

大須幸高賀山木義八一 和石大 i昔度日渡藤岡森奏廿 氏
西 崎勝 回回須賀i羊 、ご部岡田

ー富敬 サ武良 秀孝子見原一子 ヲ雄弘強ー 1霊11 名
66 49 57 91 82 51 55 91 73 74 78 87 69 

年
令

3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 事E. . . . . . . . 亡
の

8 6 5 5 4 28 27 17 17 16 13 11 6 日

ス
ワ
ス
ワ大

き
〈
亀
お
れ

村
上

雄号
大t
H ( 
8 ん

4 西

A 坦
生

とても愛矯のある雄久〈ん、 これか

らも元気でみんなを笑わせてね。

(父・雅彦、母・かずみ)

恒
岡

園Z

H そ
也や

:ん
‘... ，.司、

ら習
生 ι

満
3

歳
ま
で
の
お
子
様
を
募
集
し
ま
す
/

掲
載
ご
希
望
の
方
は
お
誕
生
月
の
前
月
日
日
ま
で

に
、
写
真
に
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
役
場
町

民
課
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

日(耀) lr 事 名 時間 場所 日(限) 行 事 名 時間 場所

1 附 15(村 移動図書館事巡回目(山之内、樋口、横河原方面)

2 幽 健康生活相談 9:00-11:00 役場保健婦室 16幽 健康生活相談 9:00-11 :00 役場保健婦室

3 (:f:J 
祝日のためごみ収集休みます。

17出 移型動!月図芳書三館三車1)巡煮回堅目田 (i志-ー津ー ー川ーー、ーー八ー -反ll_~地:3、 q田三窪15田:3地Ql~、 1西E岡手ー方全面曾) -・ ~--~ - ・ー・ーー』ー ------ー・・1 ・ ・ ー・・ーー・ーー・- -・ ・ー 『 ・・・・・ー ー・ーー・・・・・ー ー ・・・・

当番医藤石病院 重信町志津川箇964-1234

4 (日) 当番医 国立療饗所愛媛病院.信町横河原冨964-2411 18(日) 当番医西村内科 重信町志津川園964-2461

5(月)
祝日のためごみ収集休みます。 19伺) 星空教室① 19:30-21:30 図 書 館 4 F 
-ー .・・ - --・ー - -- -ー---~ ---ー ー・ ー ・・ーーーー・・・ーーーー ・ ・・・・・・・・ ・ ・ー・・・・・・・・・ F

母親学級③ 13:30-15 : 00 町民会館当番医いのうえ小児科 重信町北野園田955-0055
ー---ーーーーー ー' ーーーー ー ー ーーーーー ------ ーー・・ー ー・ ・ー ー ーーーーー ーーー・・ ー ーー ・ ー ーー ー ーー ー ー・

6 閃 おとしより健康相談室(要予約) 114 :00- 16 :00 町民会館 20(~火) おとしより健康相談室(要予約) 114 :00-16:00 町民会館
ー・ ・ー ・----- -再帽・ ・・・ ・・・ ・ ーーー - -- ーー --- ーーー--ー明 .曙ーー ー 再曙 ・ ー・・ー- -ー ーー

健康づくり料理講習会
10: 00-12:30 見奈良公民館

移動図書館事巡回目(回謀、 j店池、牛湖、牛洲団地、上樋団地、播磨台団地方面)

7 (羽 「食物せんいをたくさん摂ろう」 ポリオ予防接種

母親学級①
ーー・・・ ー・ ----- ---開園'ーーー・ ー ーー 2H村 14 :00-14: 30 町民会館
13: 30-15:00 町民会館 (H8年7~ からH9年l 月 生まれ及び叩曲、H未満の未接種児)

行政心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館
22(桐

心配ごと相談所 13 :00-15:00 町民会館
ーー司喧 --軍司ーー・ ー ーーーーーー ー----------ー ーー ー -ー ・ ・- - ・- - - - -- - --- - - 司 鴨--ー・ー ー---------------ーーー・』ーーーーー・ー ー ーー ー ・ ーーー ー・ーー ー ー ーー・ ー ー ー ーー・ー ー ーーー ・・・ ・

8(柄 ポリオ予防接種
14:00-14:30 町民会館

移動図書館車巡回日(野田n 目 、 新村、 北野田、南野田方面)

(H8年1月から6月生まれ及び90か月未満の未接種児) 食生活相談 9:00-11:00 役場保健婦室
23幽 ー---------- ーー ・ ー ー・ ・ ーー ー ー ー・ ー ー -- --- 帽 -------- - - - - -- ----- --- ---唱

9 幽
食生活相談 9 :00-11 :00 役場保健婦室 文章教室② 19:30-21 : 00 町民会館

文章教室①
'ー ・・ ・ ・ ー -- -- ー -・ ・ ・ ----- ---

19:30-21:00 町民会館 24出 花いっぱい運動「日々草種まきJ I 9:00- 町民会館

10出 花いっぱし、運動「サルビアポット移植」 9:00- 町民会館 廃棄図書交換市 9: 00-16 : 30 図書館2階ロピー
ー ー ー・ ・・ - -・ ・・ ・ 司圃---・ーーー--ー- ーー -- ー ーーー ー司--ー--司自『ーー ー ー ー ー-ーーーー・ーーーーー

11(1:1) 
廃棄図書交換市 9: 00-16:30 図書館2階ロビー 25(日) 移動図書館事巡回日(上村、下林方面)

当番医 愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 冨966-5011
ー--・ ーーーー・.---ーーーーーーー ・・ ーー ー ーーーー・ ・・ ---- - ー ーー ---------------------
当番医山本内科 川内町北方冨966-2066

12伺)
リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館 巡回健康相談〈各地区> 28 日(樹まで

お喋り教室①
----- ーー ーーー ーー - ・ ー・ ・・・--- -亭亭 ー ーーー --司，ー ーーーー ーーーーーーー- -晶司 ー---- ーー ー - - ・・・・ ー・ー ー・・・・ ・骨- -- --帽ーーーー

19:30-21:30 町民会館 26伺) リハビリ教室 13: 30-15 :30 町民会館

10か月乳児相談
10 :00-11: 00 町民会館

お喋り教室② 19:30-2 1:30 町民会館

(H8年7月生まれ) 母親学級④ 13:30-15:00 町民会館
13仰 ー ー』ーーーーー ーー・・ ーーー ー・ ー ・ ・・ a・ ・ ・--- - - - --- ーーーー --幽 ・・ ー ー ー ー ー・・・ ・・ ・・ ・- -尋問 . 27(刈 ----司.司帽- - ー ーーー ー ー ，ー事，・ー・ - -“ ーーーー ー ー ーーーー-----------ー ・ --------

4か月児健診
13:30-14: 30 町民会館

移動図書館寧巡回目(上林方面)

(H 8年12月生まれ) 28(村 女性の健康づくり食生活改善講習全(志津川地区) I 9 : 30-13 : 00 志津川公民館

14(羽
l才6か月児健診

13: 30-14: 30 町民会館
印刷 女性の健康ってリ食生活改善講習会(横河原地区) I 9:30-13:00 町民会館

(H7年9月・ 10月生まれ) 30幽

15(利 母親学級② 13: 30-15: 00 町民会館 31(土)

NTT四国電話帳(仰印刷者!b791-02 重信町大字志津川972番地園(089)964-2001 (代表)町民課編集発行愛媛県温泉郡重信町
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